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則



徳
島
県
告
示
第
八
十
一
号

瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
十
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ

く
特
定
施
設
の
設
置
の
許
可
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
概
要
を
次
の

と
お
り
告
示
す
る
。

な
お
、
こ
の
特
定
施
設
を
設
置
す
る
こ
と
が
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
の
調
査
の
結
果
に
基
づ
く

事
前
評
価
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
五
年
三
月
十
七
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

一

申
請
の
概
要

１

申
請
者

名

称

日
亜
化
学
工
業
株
式
会
社

住

所

阿
南
市
上
中
町
岡
四
九
一
番
地
一
〇
〇

代
表
者

代
表
取
締
役

小
川
裕
義

２

工
場
又
は
事
業
場

名

称

日
亜
化
学
工
業
株
式
会
社

本
社

所
在
地

阿
南
市
上
中
町
岡
四
九
一
番
地

３

特
定
施
設
の
種
類

水
質
汚
濁
防
止
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
六
年
政
令
第
百
八
十
八
号
）
別
表
第
一
第
六
十
五
号
に
規

定
す
る
酸
又
は
ア
ル
カ
リ
に
よ
る
表
面
処
理
施
設
及
び
第
七
十
二
号
に
規
定
す
る
し
尿
処
理
施
設

４

特
定
施
設
及
び
汚
水
等
の
処
理
に
関
す
る
事
項

二
の
縦
覧
の
期
間
及
び
場
所
に
お
い
て
、
関
係
書
類
を
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
と
と
も
に
、

徳
島
県
危
機
管
理
環
境
部
環
境
管
理
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
公
表
す
る
。

二

縦
覧
の
期
間
及
び
場
所

１

期
間

令
和
五
年
三
月
十
七
日
か
ら

令
和
五
年
四
月
七
日
ま
で

２

場
所

徳
島
県
危
機
管
理
環
境
部
環
境
管
理
課
及
び
阿
南
市
市
民
部
環
境
保
全
課



徳
島
県
告
示
第
八
十
二
号

徳
島
県
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
規
則
（
平
成
八
年
徳
島
県
規
則
第
二

十
二
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
特
定
調
達
契
約
に
つ
い
て
一
般
競
争
入
札
に
よ
り
落
札
者
を
決
定
し
た
の

で
、
地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
七
年
政
令
第

三
百
七
十
二
号
）
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

令
和
五
年
三
月
十
七
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

一

落
札
に
係
る
物
品
等
の
名
称
及
び
数
量

交
通
事
故
現
場
用
三
次
元
レ
ー
ザ
ー
計
測
図
化
シ
ス
テ
ム

一
式

二

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
等
の
名
称
及
び
所
在
地

徳
島
県
警
察
本
部
警
務
部
会
計
課
装
備
管
理
室

徳
島
市
万
代
町
二
丁
目
五
番
地
一

三

落
札
者
を
決
定
し
た
日

令
和
五
年
一
月
十
二
日

四

落
札
者
の
氏
名
及
び
住
所

株
式
会
社
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｃ

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
三
丁
目
四
―
一

五

落
札
金
額

六
十
万
七
千
二
百
円
（
月
額
）

六

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続

一
般
競
争
入
札

七

一
般
競
争
入
札
の
公
告
を
行
っ
た
日

令
和
四
年
十
一
月
十
五
日



徳
島
県
告
示
第
八
十
三
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
五
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

よ
う
に
保
安
林
の
指
定
を
す
る
。

令
和
五
年
三
月
十
七
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

一

保
安
林
の
所
在
場
所

那
賀
郡
那
賀
町
岩
倉
字
イ
シ
カ
谷
三
八
の
二
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）
、
三
八
の
五
、

三
八
の
六
、
三
八
の
八
か
ら
三
八
の
一
〇
ま
で

二

指
定
の
目
的

公
衆
の
保
健

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

（一）
１

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市

町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度

（二）

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
徳
島
県
農
林
水
産

部
森
林
整
備
課
及
び
那
賀
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）



徳
島
県
告
示
第
八
十
四
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
工

事
が
完
了
し
た
こ
と
を
公
告
す
る
。

令
和
五
年
三
月
十
七
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る

開
発
許
可
を
受
け
た
者

地
域
の
名
称

住

所

氏

名

小
松
島
市
立
江
町
字
露
ノ
本
一
三
三
番
一
の
一
部

板
野
郡
松
茂
町
笹
木
野
字
八

濱
田

拓
実

山
開
拓
一
七
二
番
地
一

Ｌ

ｉ
ｖ
ｅ
Ｓ
ｔ
ｙ
ｌ
ｅ
七

一

〇
五
号
室

吉
野
川
市
鴨
島
町
牛
島
字
中
開
西
二
九
三
〇
番
一

徳
島
市
北
島
田
町
二
丁
目
二

Ｒ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｄ
Ｏ
株
式
会

及
び
二
六
四
六
番
一
四
の
一
部

九
―
一
九

社

板
野
郡
北
島
町
北
村
字
三
町
地
三
四
番
五
、
三
五

同

大
原
町
池
ノ
内
三
五

小
林

実

番
一
一
及
び
三
四
番
五
地
先
町
有
地

番
地
の
三

小
林

美
香



徳
島
県
告
示
第
八
十
五
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
事
業
計
画
の

変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
五
年
三
月
十
七
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

一

施
行
者
の
名
称

徳
島
市

二

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

徳
島
東
部
都
市
計
画
下
水
道
事
業

国
府
東
都
市
下
水
路

三

事
業
施
行
期
間

昭
和
五
十
四
年
三
月
十
三
日
か
ら

令
和
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

四

事
業
地

１

収
用
の
部
分

変
更
な
し

２

使
用
の
部
分

な
し



徳
島
県
告
示
第
八
十
六
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
事
業
計
画
の

変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
五
年
三
月
十
七
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

一

施
行
者
の
名
称

徳
島
市

二

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

徳
島
東
部
都
市
計
画
下
水
道
事
業

田
宮
西
都
市
下
水
路

三

事
業
施
行
期
間

昭
和
六
十
一
年
九
月
九
日
か
ら

令
和
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

四

事
業
地

１

収
用
の
部
分

変
更
な
し

２

使
用
の
部
分

な
し



徳
島
県
告
示
第
八
十
七
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
事
業
計
画
の

変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
五
年
三
月
十
七
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

一

施
行
者
の
名
称

吉
野
川
市

二

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

徳
島
東
部
都
市
計
画
下
水
道
事
業

吉
野
川
公
共
下
水
道

三

事
業
施
行
期
間

昭
和
五
十
二
年
三
月
二
十
五
日
か
ら

令
和
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

四

事
業
地

１

収
用
の
部
分

変
更
な
し

２

使
用
の
部
分

な
し



徳
島
県
教
育
委
員
会
規
則
第
三
号

博
物
館
の
登
録
に
関
す
る
規
則
の
全
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
五
年
三
月
十
七
日

徳
島
県
教
育
委
員
会
教
育
長

浩

一

博
物
館
の
登
録
に
関
す
る
規
則

博
物
館
の
登
録
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
四
年
徳
島
県
教
育
委
員
会
規
則
第
七
号
）
の
全
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
規
則
は
、
博
物
館
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
八
十
五
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。

）
第
二
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
博
物
館
の
登
録
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
。

（
登
録
の
申
請
）

第
二
条

法
第
十
二
条
第
一
項
の
登
録
申
請
書
は
、
様
式
第
一
号
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

（
登
録
の
審
査
）

第
三
条

徳
島
県
教
育
委
員
会
は
、
法
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
博
物
館
の
登
録
の
申
請
が
あ
っ
た
と
き

は
、
当
該
申
請
に
係
る
書
類
等
の
審
査
及
び
必
要
に
応
じ
て
行
う
実
地
調
査
に
よ
り
、
当
該
申
請
の
内

容
を
審
査
す
る
も
の
と
す
る
。

（
博
物
館
登
録
原
簿
）

第
四
条

法
第
十
四
条
第
一
項
の
博
物
館
登
録
原
簿
は
、
様
式
第
二
号
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

（
変
更
の
届
出
）

第
五
条

法
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
届
出
は
、
博
物
館
登
録
事
項
変
更
届
（
様
式
第
三

号
）
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
運
営
状
況
の
定
期
報
告
）

第
六
条

法
第
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
報
告
は
、
毎
事
業
年
度
終
了
後
三
月
以
内
に
、
博
物
館
運
営
状
況

報
告
書
（
様
式
第
四
号
）
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
廃
止
の
届
出
）

第
七
条

法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
廃
止
の
届
出
は
、
博
物
館
を
廃
止
し
た
日
か
ら
起
算
し
て

二
十
日
以
内
に
、
博
物
館
廃
止
届
（
様
式
第
五
号
）
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
雑
則
）

第
八
条

こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
博
物
館
の
登
録
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
徳
島
県
教
育
委

員
会
が
別
に
定
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
規
則
の
施
行
前
に
発
生
し
た
事
項
に
つ
き
博
物
館
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法

律
第
二
十
四
号
。
以
下
「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
改
正
前
の
博
物
館
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律

第
二
百
八
十
五
号
）
第
十
三
条
第
一
項
又
は
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
項
の
届
出
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３

改
正
法
附
則
第
二
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
改
正
法
に
よ
る
改
正
後
の
博
物
館
法
第
十
一
条
の
登
録



を
受
け
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
博
物
館
に
係
る
博
物
館
登
録
原
簿
の
様
式
は
、
当
該
博
物
館
が
同
条
の

登
録
を
受
け
る
ま
で
の
間
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。



様式第１号（第２条関係）

博物館登録申請書

年 月 日

徳島県教育委員会 殿

設置者 住 所

名 称

代表者氏名

次のとおり博物館の登録を受けたいので、博物館法第１２条の規定により、関係書類を

添えて申請します。

１ 博物館の名称及び所在地

２ 特記事項



様式第２号（第４条関係）

博物館登録原簿

名 称

設置者

住 所

名 称

博物館

所在地

備 考

登 録 番 号
登 録

年 月 日
年月日

変更年月日

変更事由

変 更
変更年月日

登 録
変更事由

変更年月日

変更事由



様式第３号（第５条関係）

博物館登録事項変更届

年 月 日

徳島県教育委員会 殿

設置者 住 所

名 称

代表者氏名

登 録 番 号

次のとおり博物館法第１２条第１項第１号又は第２号に掲げる事項を変更したいので、

同法第１５条第１項及び博物館の登録に関する規則第５条の規定により、関係書類を添

えて届け出ます。

変更前

設置者の名称

変更後

変 変更前

設置者の住所

更 変更後

事 変更前

博物館の名称

項 変更後

変更前

博物館の所在地

変更後

変 更 予 定 年 月 日

変 更 す る 理 由



様式第４号（第６条関係）

博物館運営状況報告書

年 月 日

徳島県教育委員会 殿

設置者 住 所

名 称

代表者氏名

博物館法第１６条及び博物館の登録に関する規則第６条の規定により、博物館の運営

の状況について、関係書類を添えて報告します。



様式第５号（第７条関係）

博物館廃止届

年 月 日

徳島県教育委員会 殿

設置者 住 所

名 称

代表者氏名

次のとおり博物館を廃止したので、博物館法第２０条第１項及び博物館の登録に関す

る規則第７条の規定により、関係書類を添えて届け出ます。

１ 博物館の名称及び所在地

２ 登録番号

３ 廃止年月日

４ 廃止の理由

５ 廃止後の処置



徳
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
二
十
号

令
和
五
年
四
月
九
日
執
行
予
定
の
徳
島
県
知
事
選
挙
に
お
け
る
立
候
補
の
届
出
及
び
立
候
補
の
辞
退
の

届
出
の
受
付
は
、
次
に
掲
げ
る
場
所
に
お
い
て
行
う
。

令
和
五
年
三
月
十
七
日徳

島
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

中

田

丑

五

郎

一

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
前
十
時
ま
で

徳
島
市
万
代
町
三
丁
目
五
番
地
一

徳
島
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
リ
オ
ホ
テ
ル
内

福
寿

二

午
前
十
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で

徳
島
市
万
代
町
一
丁
目
一
番
地

徳
島
県
庁
内

徳
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
室



徳
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
二
十
一
号

令
和
五
年
四
月
九
日
執
行
予
定
の
徳
島
県
知
事
選
挙
に
お
け
る
立
候
補
の
届
出
の
受
付
は
、
選
挙
の
期

日
の
告
示
の
日
の
午
前
八
時
三
十
分
現
在
に
お
い
て
、
徳
島
市
万
代
町
三
丁
目
五
番
地
一
徳
島
グ
ラ
ン
ヴ

ィ
リ
オ
ホ
テ
ル
内
福
寿
に
到
着
し
て
い
る
者
に
限
り
、
く
じ
で
そ
の
順
序
を
定
め
る
。

令
和
五
年
三
月
十
七
日徳

島
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

中

田

丑

五

郎



徳
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
二
十
二
号

公
職
選
挙
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
号
）
第
百
四
十
四
条
の
二
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
五

年
四
月
九
日
執
行
予
定
の
徳
島
県
知
事
選
挙
に
お
け
る
候
補
者
が
同
条
第
一
項
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
に
同

法
第
百
四
十
三
条
第
一
項
第
四
号
の
三
及
び
第
五
号
の
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
最
初
の
日

を
次
の
と
お
り
定
め
る
。

令
和
五
年
三
月
十
七
日徳

島
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

中

田

丑

五

郎

令
和
五
年
三
月
二
十
三
日



徳
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
二
十
三
号

阿
南
市
選
挙
管
理
委
員
会
、
美
馬
市
選
挙
管
理
委
員
会
及
び
佐
那
河
内
村
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
、
公

職
選
挙
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
号
）
第
百
六
十
一
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
公
職
の
候
補
者
等

が
個
人
演
説
会
等
に
使
用
で
き
る
公
営
施
設
と
し
て
、
次
の
と
お
り
指
定
し
た
旨
の
報
告
が
あ
っ
た
。

令
和
五
年
三
月
十
七
日徳

島
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

中

田

丑

五

郎

施

設

の

名

称

所

在

地

那
賀
川
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

阿
南
市
那
賀
川
町
苅
屋
三
五
四
番
地
一

穴
吹
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
一
階
多

美
馬
市
穴
吹
町
穴
吹
字
安
成
七
三
番
地

目
的
ホ
ー
ル

佐
那
河
内
村
農
業
総
合
振
興
セ
ン
タ
ー

名
東
郡
佐
那
河
内
村
上
字
中
辺
七
四
番
地
一



徳
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
二
十
四
号

徳
島
市
選
挙
管
理
委
員
会
及
び
佐
那
河
内
村
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
、
公
職
選
挙
法
（
昭
和
二
十
五
年

法
律
第
百
号
）
第
百
六
十
一
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
公
職
の
候
補
者
等
が
個
人
演
説
会
等
に
使
用
で

き
る
公
営
施
設
と
し
て
指
定
し
て
い
た
次
の
施
設
に
つ
い
て
、
指
定
を
取
り
消
し
た
旨
の
報
告
が
あ
っ
た
。

令
和
五
年
三
月
十
七
日徳

島
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

中

田

丑

五

郎

施

設

の

名

称

所

在

地

徳
島
県
青
少
年
セ
ン
タ
ー

大
会
議
室

徳
島
市
徳
島
町
城
内
二
番
地
の
一

佐
那
河
内
村
役
場

三
階
ホ
ー
ル

名
東
郡
佐
那
河
内
村
下
字
中
辺
七
一
番
地
一



徳
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
二
十
五
号

鳴
門
市
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
、
公
職
選
挙
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
号
）
第
百
六
十
一
条
第
三

項
の
規
定
に
よ
り
、
公
職
の
候
補
者
等
が
個
人
演
説
会
等
に
使
用
で
き
る
公
営
施
設
と
し
て
指
定
し
て
い

た
次
の
施
設
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
変
更
し
た
旨
の
報
告
が
あ
っ
た
。

令
和
五
年
三
月
十
七
日徳

島
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

中

田

丑

五

郎

施

設

の

名

称

変
更
事
項

変

更

の

内

容

変
更
前

鳴
門
市
桑
島
老
人
憩
い
の
家

桑
島
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

名

称

タ
ー

変
更
後

桑
島
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー



徳島県公安委員会規則第１号

交番等の設置に関する規則の一部を改正する規則を次のように定める。

令和５年３月17日

徳島県公安委員会委員長 米 澤 和 美

交番等の設置に関する規則の一部を改正する規則

交番等の設置に関する規則（昭和47年徳島県公安委員会規則第５号）の一部を次のよう

に改正する。

第２条の表徳島県小松島警察署の部署所在地の項から坂野町駐在所の項までを次のよう

に改める。

ひのみね交番 小松島市中田町 小松島市のうち

字新開33番地の 小松島町 神田瀬町 松島町 堀

２ 川町 南小松島町 横須町 金磯

町 芝生町 日開野町 新居見町

田浦町 前原町 江田町 中田

町 中郷町

立江町駐在所 小松島市立江町 小松島市のうち

字鍋寺122番地 田野町 立江町 櫛渕町

の４

あかいし交番 小松島市赤石町 小松島市のうち

７番67号 豊浦町 和田津開町 赤石町 大

林町 坂野町 間新田町 和田島

町

第２条の表徳島県牟岐警察署の部海陽町浅川駐在所の項から海陽町宍喰駐在所の項まで

を次のように改める。

大里交番 海部郡海陽町大 海部郡海陽町のうち

里字松ノ本３番 相川 浅川 大里 小川 神野

地８ 四方原 熟田 多良 平井 吉野

若松 鞆浦 奥浦 高園 野江

芝 吉田 富田 大井 中山

櫛川

海陽町宍喰駐在 海部郡海陽町久 海部郡海陽町のうち

所 保字松本123番 宍喰浦 久保 日比原 尾崎 芥

地７ 附 広岡 角坂 塩深 小谷 船

津 久尾

附 則

この規則は，令和５年４月１日から施行する。



徳
島
県
公
安
委
員
会
規
則
第
二
号

徳
島
県
警
察
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
五
年
三
月
十
七
日

徳
島
県
公
安
委
員
会
委
員
長

米

澤

和

美

徳
島
県
警
察
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

徳
島
県
警
察
組
織
規
則
（
昭
和
四
十
三
年
徳
島
県
公
安
委
員
会
規
則
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
第
十
九
号
」
の
下
に
「
。
以
下
「
組
織
条
例
」
と
い
う
。
」
を
加
え
る
。

第
二
条
第
三
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
二
項
中
「
及
び
監
査
室
」
を
「
、
監
査
室
及
び
施
設
管

理
室
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
一
項
中
「
警
務
部
に
」
の
下
に
「
、
前
項
に
掲
げ

る
も
の
の
ほ
か
」
を
加
え
、
「
九
課
」
を
「
六
課
」
に
改
め
、
「
総
務
課
」
、
「
拠
点
整
備
課
」
及
び
「

情
報
管
理
課
」
を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
に
第
一
項
及
び
第
二
項
と
し
て
次
の
二
項
を

加
え
る
。

警
務
部
に
、
企
画
・
サ
イ
バ
ー
警
察
局
（
以
下
「
局
」
と
い
う
。
）
を
置
き
、
局
は
、
組
織
条
例
第

三
条
第
一
号
か
ら
第
七
号
ま
で
、
第
二
十
三
号
か
ら
第
二
十
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る

。
２

局
に
、
次
の
三
課
を
置
く
。

総
務
企
画
課

情
報
管
理
課

サ
イ
バ
ー
戦
略
推
進
課

第
三
条
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
総
務
課
」
を
「
総
務
企
画
課
」
に
改
め
、
同
条
第
十
号
中
「
第
六

条
の
二
第
三
号
」
を
「
第
三
条
の
二
第
三
号
」
に
改
め
る
。

第
三
条
の
二
を
第
三
条
の
四
と
し
、
第
三
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
情
報
管
理
課
）

第
三
条
の
二

情
報
管
理
課
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一

電
子
計
算
組
織
の
管
理
及
び
運
用
に
関
す
る
こ
と
。

二

電
子
計
算
組
織
に
係
る
情
報
の
管
理
及
び
照
会
業
務
に
関
す
る
こ
と
。

三

Ｉ
Ｔ
の
調
査
及
び
研
究
に
関
す
る
こ
と
。

四

警
察
統
計
（
犯
罪
統
計
を
除
く
。
）
に
関
す
る
こ
と
。

（
サ
イ
バ
ー
戦
略
推
進
課
）

第
三
条
の
三

サ
イ
バ
ー
戦
略
推
進
課
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一

サ
イ
バ
ー
事
案
に
係
る
警
察
の
運
営
に
関
す
る
企
画
及
び
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

二

サ
イ
バ
ー
事
案
に
係
る
犯
罪
の
捜
査
に
関
す
る
こ
と
（
他
の
課
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。

）
。

三

サ
イ
バ
ー
事
案
の
防
止
対
策
に
関
す
る
こ
と
。

四

犯
罪
捜
査
に
お
け
る
電
磁
的
記
録
の
解
析
そ
の
他
技
術
的
な
支
援
に
関
す
る
こ
と
。

第
四
条
第
一
項
第
二
号
中
「
物
品
」
を
「
財
産
及
び
物
品
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

七

庁
舎
の
営
繕
に
関
す
る
こ
と
。

八

拠
点
整
備
に
係
る
総
合
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

第
四
条
第
二
項
中
「
第
二
号
」
の
次
に
「
（
物
品
の
管
理
及
び
処
分
に
関
す
る
も
の
に
限
る
。
）
」
を



加
え
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

施
設
管
理
室
は
、
第
一
項
に
掲
げ
る
事
務
の
う
ち
第
二
号
（
財
産
の
管
理
及
び
処
分
に
関
す
る
も
の

に
限
る
。
）
、
第
七
号
及
び
第
八
号
の
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

第
四
条
の
二
を
削
る
。

第
六
条
の
二
を
削
る
。

第
八
条
中
「
五
課
」
を
「
四
課
」
に
改
め
、
「
生
活
環
境
課
」
を
削
る
。

第
九
条
第
九
号
を
第
十
七
号
と
し
、
同
条
第
八
号
の
次
に
次
の
八
号
を
加
え
る
。

九

生
活
経
済
関
係
事
犯
の
取
締
り
に
関
す
る
こ
と
。

十

生
活
環
境
事
犯
の
取
締
り
に
関
す
る
こ
と
。

十
一

銃
砲
刀
剣
類
等
の
取
締
り
に
関
す
る
こ
と
（
第
十
四
条
第
八
号
に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
。
）

。
十
二

火
薬
類
、
高
圧
ガ
ス
そ
の
他
の
危
険
物
の
取
締
り
に
関
す
る
こ
と
。

十
三

核
原
料
物
質
、
放
射
性
同
位
元
素
、
特
定
物
質
、
届
出
対
象
病
原
体
等
の
取
締
り
に
関
す
る
こ

と
。

十
四

売
春
関
係
事
犯
及
び
風
俗
関
係
事
犯
の
取
締
り
に
関
す
る
こ
と
。

十
五

外
国
人
労
働
者
に
係
る
雇
用
関
係
事
犯
の
取
締
り
に
関
す
る
こ
と
。

十
六

第
九
号
か
ら
第
十
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
他
の
課
の
所
掌
に
属
し
な
い
特
別
法
令

違
反
の
取
締
り
に
関
す
る
こ
と
。

第
十
一
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
十
一
条

削
除

第
十
四
条
第
三
号
中
「
対
策
」
を
「
の
取
締
り
」
に
改
め
、
同
条
第
五
号
中
「
捜
査
」
を
「
取
締
り
」

に
改
め
、
同
条
第
九
号
を
削
り
、
同
条
第
十
号
を
同
条
第
九
号
と
し
、
同
条
第
十
一
号
中
「
捜
査
」
を
「

対
策
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
十
号
と
す
る
。

第
二
十
八
条
第
一
項
の
表
警
務
部
の
部
理
事
官
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

局

長

上
司
の
命
を
受
け
て
局
の
事
務
を
掌
理
す

警

視

る
。

第
二
十
八
条
第
三
項
本
文
中
「
監
査
室
」
の
下
に
「
、
施
設
管
理
室
」
を
加
え
、
同
項
の
表
監
査
室
の

部
監
査
室
長
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

指

導

官

上
司
の
命
を
受
け
て
高
度
な
知
識
又
は
経

警

部

験
を
必
要
と
す
る
事
務
を
処
理
す
る
。

第
二
十
八
条
第
三
項
の
表
監
査
室
の
部
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

施
設
管
理
室

上
司
の
命
を
受
け
て
そ
の
所
掌
に
属
す
る

警
察
官
以
外
の
警

長

事
務
を
掌
理
す
る
。

察
職
員

指

導

官

上
司
の
命
を
受
け
て
高
度
な
知
識
又
は
経

警

部



験
を
必
要
と
す
る
事
務
を
処
理
す
る
。

施
設
管
理
室

専

門

官

上
司
の
命
を
受
け
て
高
度
な
知
識
又
は
経

警
察
官
以
外
の
警

験
を
必
要
と
す
る
事
務
を
処
理
す
る
。

察
職
員

室

長

補

佐

上
司
の
命
を
受
け
て
担
当
す
る
事
務
を
処

警
部
又
は
警
察
官

理
す
る
。

以
外
の
警
察
職
員

第
二
十
八
条
第
四
項
の
表
総
務
課
の
部
中
「
総
務
課
」
を
「
総
務
企
画
課
」
に
、
「
企
画
調
整
官
」
を

「
企
画
官
」
に
改
め
、
同
部
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

電
子
計
算
組
織
の
管
理
及
び
運
用
並
び
に

情
報
管
理
官

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
総
合
調
整
に
関

警

視

す
る
こ
と
。

情
報
管
理
課

電
子
計
算
組
織
の
管
理
及
び
運
用
並
び
に

警
察
官
以
外
の
警

情
報
管
理
幹

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
総
合
調
整
に
関

す
る
こ
と
。

察
職
員

サ
イ
バ
ー
戦

サ
イ
バ
ー
事
案
に
係
る
警
察
運
営
の
企
画

略
推
進
管
理

及
び
指
導
に
関
す
る
こ
と
。

警

視

サ
イ
バ
ー
戦

官

略
推
進
課

サ
イ
バ
ー
戦

サ
イ
バ
ー
事
案
に
係
る
警
察
運
営
の
企
画

略
推
進
調
査

及
び
指
導
に
関
す
る
こ
と
。

警

部

官

第
二
十
八
条
第
四
項
の
表
拠
点
整
備
課
の
部
を
削
り
、
同
表
警
務
課
の
部
警
務
管
理
官
の
項
の
次
に
次

の
よ
う
に
加
え
る
。

特
任
調
査
研

警
察
行
政
の
企
画
・
立
案
を
支
援
す
る
た

警

視

究
官

め
の
調
査
、
研
究
等
に
関
す
る
こ
と
。

第
二
十
八
条
第
四
項
の
表
留
置
管
理
課
の
部
留
置
管
理
調
査
官
の
項
の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

留
置
管
理
官

留
置
管
理
の
企
画
及
び
指
導
の
統
括
に
関

警

視

す
る
こ
と
。

第
二
十
八
条
第
四
項
の
表
情
報
管
理
課
の
部
を
削
り
、
同
表
生
活
安
全
企
画
課
の
部
に
次
の
よ
う
に
加

え
る
。



生
活
安
全
特

生
活
経
済
関
係
事
犯
、
生
活
環
境
事
犯
等

別
捜
査
管
理

の
生
活
安
全
関
係
事
犯
の
捜
査
及
び
指
導
に

警

視

官

関
す
る
こ
と
。

第
二
十
八
条
第
四
項
の
表
生
活
環
境
課
の
部
を
削
り
、
同
表
捜
査
第
二
課
の
部
特
殊
詐
欺
対
策
官
の
項

を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

総
括
情
報
官

組
織
犯
罪
対
策
の
企
画
指
導
及
び
分
析
に

警

視

関
す
る
こ
と
。

第
二
十
八
条
第
四
項
の
表
捜
査
第
二
課
の
部
組
織
犯
罪
対
策
官
の
項
中
「
組
織
犯
罪
情
報
」
を
「
組
織

犯
罪
の
取
締
り
」
に
改
め
る
。

第
三
十
一
条
の
表
課
長
代
理
の
項
中
「
警
部
」
を
「
警
部
又
は
警
部
補
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。



徳島県公安委員会規則第３号

組織改編に伴う関係規則の整備に関する規則を次のように定める。

令和５年３月17日

徳島県公安委員会委員長 米 澤 和 美

組織改編に伴う関係規則の整備に関する規則

（刑事訴訟法第百八十九条第一項及び第百九十九条第二項の規定に基づく司法警察員等

の指定に関する規則の一部改正）

第１条 刑事訴訟法第百八十九条第一項及び第百九十九条第二項の規定に基づく司法警察

員等の指定に関する規則（昭和29年徳島県公安委員会規則第１号）の一部を次のように

改正する。

第二条第一号及び第二号を次のように改める。

一 次 の 職 に あ る 者

徳 島 県 警 察 本 部 長 並 び に 徳 島 県 警 察 組 織 規 則 （ 昭 和 四 十 三 年 徳 島 県 公 安 委 員 会 規 則

第 二 号 ） 第 二 十 八 条 第 一 項 の 表 に 掲 げ る 部 長 及 び 局 長

二 次 の 部 署 に 所 属 す る 警 部 以 上 の 階 級 に あ る 者 （ 一 に 規 定 す る 者 を 除 く

。

）

徳 島 県 警 察 本 部 の 警 務 部 （ サ イ バ ー 戦 略 推 進 課 に 限 る

。

）

、

生 活 安 全 部

、

刑 事 部

、

交 通 部 及 び 警 備 部 並 び に 警 察 署

（徳島県公安委委員会運営規則の一部改正）

第２条 徳島県公安委員会運営規則（昭和29年徳島県公安委員会規則第３号）の一部を次

のように改正する。

第八条中「 警 察 本 部 総 務 課 」を「 徳 島 県 警 察 本 部 警 務 部 企 画 ・ サ イ バ ー 警 察 局 総 務 企

画 課 」に改める。

（犯罪捜査のための通信傍受に関する法律に基づく傍受令状の請求等をすることができ

る司法警察員の指定に関する規則）

第３条 犯罪捜査のための通信傍受に関する法律に基づく傍受令状の請求等をすることが

できる司法警察員の指定に関する規則（平成12年徳島県公安委員会規則第７号）の一部

を次のように改正する。

第２号を第３号とし、第１号中「生活安全部」を「警務部（サイバー戦略推進課に限

る。）、生活安全部」に改め、「者」の次に「（第１号に規定する者を除く。）」を加え、同

号を第２号とし、同号の前に次の１号を加える。

(1) 徳島県警察本部の部長及び局長の職にある者

（徳島県公安委員会公文書管理規則の一部改正）

第４条 徳島県公安委員会公文書管理規則（平成13年徳島県公安委員会規則第13号）の一

部を次のように改正する。

第５条中「総務課長（以下「総務課長」を「企画・サイバー警察局総務企画課長（以

下「総務企画課長」に改める。

第８条、第９条及び第12条中「総務課長」を「総務企画課長」に改める。

（徳島県公安委員会公印規則の一部改正）

第５条 徳島県公安委員会公印規則（平成15年徳島県公安委員会規則第６号）の一部を次

のように改正する。



第２条第２項中「総務課長」を「企画・サイバー警察局総務企画課長」に改める。

（公安委員会に対する再審査の申請及び事実の申告に関する規則の一部改正）

第６条 公安委員会に対する再審査の申請及び事実の申告に関する規則（平成19年徳島県

公安委員会規則第６号）の一部を次のように改正する。

第３条第１項中「総務課」を「企画・サイバー警察局総務企画課」に改める。

附 則

この規則は、令和５年４月１日から施行する。
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